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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

汎用で安価な電子顕微鏡でもウィークビーム－走査型透過電

子顕微鏡（WB-STEM）法を可能にする特殊な可動絞りを開発する

とともに、高価な電子顕微鏡内では困難な、放射化材料の高温

（500℃以上）その場観察を可能にすることを目的とする。これ

に、3次元アトムプローブ（ナノスケールの分解能を持つ3次元元

素分析法）とナノインデンターによる微細機械試験等を組み合わ

せて、共同利用拠点である東北大学金属材料研究所を中心とした

革新炉材料の照射後実験研究の国際ハブとしてのプラットフォ

ームを構築することを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）汎用電子顕微鏡による照射試料中微小欠陥の広領域高分解

能観察手法の開発 

２）微小欠陥の転位運動への障害物強度および熱的安定性 

３）照射試料の微細組織分析 

４）国際ハブとしてのプラットフォーム構築 

２．総合評価 
Ｓ 

・3次元アトムプローブを用いた測定法も含め、照射後材料の評価

が行えるようにしたことは、学術的に見ても優れた成果であり、

原子力分野の材料研究を幅広く進めるための基盤を作り上げた

ことは高く評価ができる。 

・開発したウィークビーム走査透過電子顕微鏡は、市販化に結びつ

いており、社会実装がなされた点も評価ができる。 

・国際ハブの構築により、海外を含む共同利用ユーザーの拡大を図

る取り組みは評価ができる。 

 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 




